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内耳有毛細胞の細胞死誘導を原因とする感音性難聴は、先天的・後天的原因により

新生児から老人まで幅広く発症する難聴であり、人においては現在内耳有毛細胞の

再生を行う治療薬が存在しないため、有効な治療法の存在しない疾患です。

私たちの研究室では、蛍光色素による有毛細胞の可視化を介してゼブラフィッシュの

内耳有毛細胞を迅速に観察することを可能とし、先天性（遺伝性）・後天性（薬剤誘導性）

の両感音性難聴モデルを作製しました。

さらに感音性難聴モデルゼブラフィッシュを用いた、新規難聴治療薬の早期検出を

実現するin vivoハイスループットスクリーニング法を開発しました。
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蛍光色素DASPEIによるゼブラフィッシュ内耳有毛細胞の検出

薬剤誘導性難聴の発生が報告されている医薬品により
内耳有毛細胞を破壊＝DASPEI染色有毛細胞の消失
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*NOMPC(聴覚関連遺伝子) Knockdownゼブラフィッシュ
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DASPEIによる染色が消失

DASPEIによる染色が回復

DASPEIによる染色が消失

1,聴覚関連遺伝子の発現抑制
（NOMPC,Myosin6bなど）

1,難聴誘導化合物の投与
（Cispaltin,Gentamicinなど）

先天性(遺伝性)難聴モデル後天性モデル

2,治療薬候補化合物投与
（Biomeck2000による自動化）

96well Plateにて飼育
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3,有毛細胞検出色素投与

治療効果測定（蛍光強度測定）

有毛細胞回復（治療効果アリ） 有毛細胞未回復（治療効果ナシ）

先天性難聴原因遺伝子操作群

先天性難聴原因遺伝子の操作に
よる内耳有毛細胞の破壊
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